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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第70期
第２四半期
連結累計期間

第71期
第２四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日

自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日

自  平成22年５月１日
至  平成23年４月30日

売上高 (千円) 4,360,818 5,384,131 9,976,618

経常利益 (千円) 84,570 334,609 406,152

四半期(当期)純利益 (千円) 48,243 198,619 229,657

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 26,106 183,083 207,202

純資産額 (千円) 4,762,244 5,058,351 4,943,314

総資産額 (千円) 7,550,718 7,904,606 7,797,944

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 8.23 33.76 39.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 33.56 ―

自己資本比率 (％) 63.1 64.0 63.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △68,075 119,147 △125,007

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △117 △12,619 △111,990

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △157,347 △121,699 △220,680

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,389,146 1,133,638 1,151,965

　

回次
第70期
第２四半期
連結会計期間

第71期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日

自  平成23年８月１日
至  平成23年10月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.29 11.44

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第70期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．第70期第２四半期連結累計期間及び第70期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、新株予約権の残高がありますが、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災に伴う生産活動の停滞から、徐々に回

復の動きは見られるものの、欧州の金融不安、タイの洪水被害による日本の生産拠点の活動停止、歴史的

な円高の継続、増税への警戒感等により景気の先行きは依然不透明な状況で推移いたしました。

このような状況下、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は、5,384,131千円（前年同四

半期比23.5％増）、営業利益は335,189千円（前年同四半期比304.0％増）、経常利益は334,609千円（前

年同四半期比295.7％増）、四半期純利益は198,619千円（前年同四半期比311.7％増）となり増収増益と

なりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

主力事業であります防護服・環境資機材事業におきましては、福島第一原子力発電所及び周辺の復旧

作業や、その他被災地における復旧作業等で官公庁を中心に防護服、手袋等保護具の需要が活発であった

ことにより、売上高は2,529,407千円（前年同四半期比40.4％増）、セグメント利益（営業利益）は

378,650千円（前年同四半期比173.8％増）となり増収増益となりました。被災地における復旧活動に支

障がないよう引続き当社グループの社会的責任を果たしてまいります。

たたみ資材事業におきましても、震災復興に伴う東北地方でのたたみ資材の需要が増加したこと等に

より、売上高は1,030,804千円（前年同四半期比24.3％増）、セグメント利益（営業利益）は65,097千円

（前年同四半期比70.1％増）となり増収増益となりました。

　アパレル資材事業におきましては、ワーキングウェア分野において比較的堅調に推移しましたが、カ

ジュアル分野、スポーツウェア分野で苦戦が続きました。また利益面においても、合成繊維を中心に仕入

単価の値上がりが大きく利益確保が厳しい状況が続きました。この結果、売上高は1,330,087千円（前年

同四半期比0.6％減）、セグメント利益（営業利益）は61,241千円（前年同四半期比28.8％減）となり減

収減益となりました。

なお、報告セグメントに配分していない一般管理費の全社費用が200,408千円あります。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

  流動資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％増加し、6,481,586千円となりました。これは、主として

受取手形及び売掛金が375,018千円減少、商品及び製品が500,381千円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.1％減少し、1,423,020千円となりました。これは、主として

減価償却などにより有形固定資産が10,792千円減少、ソフトウエア等の償却などにより無形固定資産

が11,146千円減少、投資有価証券の評価減及び役員退職慰労引当金の目的使用に伴う繰延税金資産の

回収などにより投資その他の資産が8,501千円減少したことなどによります。

この結果総資産は、前連結会計年度末に比べて1.4％増加し、7,904,606千円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1.6％増加し、2,439,244千円となりました。これは、主として

支払手形及び買掛金が77,211千円増加、短期借入金が30,000千円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて10.4％減少し、407,010千円となりました。これは、主として

社債が25,000千円減少、役員退職慰労引当金が18,220千円減少したことなどによります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.3%増加し、5,058,351千円となりました。これは、主とし

て新株予約権（ストックオプション）の行使による自己株式の処分により資本剰余金が10,362千円増

加したこと、利益剰余金が115,329千円増加、為替換算調整勘定が10,042千円減少したことなどにより

ます。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度

末に比べ18,326千円減少し、当第２四半期連結会計期間末には1,133,638千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、119,147千円（前年同四半期は、68,075千円の支出）となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益333,631千円、売上債権の減少365,834千円、仕入債務の

増加82,694千円等であります。支出の主な内訳は、たな卸資産の増加521,693千円、法人税等の支払額

144,422千円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は12,619千円（前年同四半期は、117千円の支出）となりました。支出

の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出10,968千円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、121,699千円（前年同四半期は、157,347千円の支出）となりまし

た。支出の主な内訳は、配当金の支払額81,943千円、短期借入金の減少額30,000千円、社債の償還による

支出25,000千円等であります。
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(4) 生産、仕入及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、防護服・環境資機材事業の生産、仕入及び販売実績が前年同四半

期と比べ著しく増加しております。

　これは、福島第一原子力発電所及び周辺の復旧作業や、その他被災地における復旧作業等で官公庁を中

心に防護服、手袋等保護具の需要が活発であったことにより、これらの供給体制を充実させたためであり

ます。この結果、防護服・環境資機材事業の生産実績は266,108千円（前年同四半期比41.6％増）、仕入実

績は2,266,867千円（前年同四半期比54.5％増）、販売実績は2,529,407千円（前年同四半期比40.4％

増）となっております。なお、これらの金額には消費税等は含まれておりません。また、生産実績は製造原

価に、仕入実績は仕入価格によっております。

　

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因について

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重

要な変更はありません。

 

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営者の問題認識と今後の方針について重要な

変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年10月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年12月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,085,401 6,085,401
大阪証券取引所
JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数は100株であ
ります。

計 6,085,401 6,085,401― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月31日 ― 6,085,401 ― 887,645 ― 1,038,033
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

鈴木　裕生 東京都渋谷区 570,313 9.37

アゼアス従業員持株会 東京都台東区蔵前四丁目13番７号 221,100 3.63

天野　堅太郎 千葉県浦安市 188,500 3.10

アゼアス株式会社 東京都台東区蔵前四丁目13番７号 187,757 3.09

渡邉　雄次郎 東京都新宿区 180,000 2.96

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜二丁目４番６号 137,200 2.25

上田　英彦 兵庫県たつの市 125,000 2.05

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 125,000 2.05

株式会社広島銀行 広島県広島市中区紙屋町一丁目３番８号 125,000 2.05

倉敷繊維加工株式会社 大阪府大阪市中央区久太郎町二丁目４番31号 100,000 1.64

計 ― 1,959,870 32.21

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

187,700
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,894,600
58,946 ―

単元未満株式
普通株式

3,101
― ―

発行済株式総数 6,085,401 ― ―

総株主の議決権 ― 58,946 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
アゼアス株式会社

東京都台東区
蔵前四丁目13番７号

187,757 ― 187,757 3.09

計 ― 187,757 ― 187,757 3.09

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年８月１日

から平成23年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年５月１日から平成23年10月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,582,000 1,563,691

受取手形及び売掛金 3,408,999 3,033,981

商品及び製品 991,261 1,491,642

原材料 271,767 289,779

その他 102,344 112,803

貸倒引当金 △11,889 △10,311

流動資産合計 6,344,483 6,481,586

固定資産

有形固定資産 1,028,688 1,017,896

無形固定資産 153,426 142,280

投資その他の資産

投資有価証券 132,019 127,797

その他 166,395 158,926

貸倒引当金 △27,069 △23,881

投資その他の資産合計 271,344 262,843

固定資産合計 1,453,460 1,423,020

資産合計 7,797,944 7,904,606

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,941,043 2,018,254

短期借入金 43,700 13,700

1年内償還予定の社債 50,000 50,000

未払法人税等 142,333 142,013

賞与引当金 53,600 65,200

その他 169,862 150,076

流動負債合計 2,400,539 2,439,244

固定負債

社債 170,000 145,000

退職給付引当金 180,439 176,580

役員退職慰労引当金 103,650 85,430

固定負債合計 454,089 407,010

負債合計 2,854,629 2,846,255
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 887,645 887,645

資本剰余金 1,038,033 1,048,396

利益剰余金 3,069,213 3,184,542

自己株式 △29,649 △24,768

株主資本合計 4,965,242 5,095,815

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 11,918 6,425

為替換算調整勘定 △33,847 △43,889

その他の包括利益累計額合計 △21,928 △37,463

純資産合計 4,943,314 5,058,351

負債純資産合計 7,797,944 7,904,606
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

売上高 4,360,818 5,384,131

売上原価 3,528,799 4,295,948

売上総利益 832,019 1,088,182

販売費及び一般管理費 ※１
 749,047

※１
 752,993

営業利益 82,971 335,189

営業外収益

受取利息 1,252 662

受取配当金 1,227 1,292

受取賃貸料 1,119 1,340

保険解約返戻金 1,474 －

その他 1,860 1,214

営業外収益合計 6,935 4,509

営業外費用

支払利息 2,156 1,772

為替差損 3,144 3,297

その他 34 20

営業外費用合計 5,335 5,090

経常利益 84,570 334,609

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,496 211

特別利益合計 2,496 211

特別損失

固定資産売却損 － 29

固定資産除却損 18 366

減損損失 2,636 792

特別損失合計 2,655 1,189

税金等調整前四半期純利益 84,411 333,631

法人税、住民税及び事業税 25,815 144,128

法人税等調整額 10,352 △9,116

法人税等合計 36,168 135,012

少数株主損益調整前四半期純利益 48,243 198,619

四半期純利益 48,243 198,619

EDINET提出書類

アゼアス株式会社(E24248)

四半期報告書

11/19



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 48,243 198,619

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,019 △5,493

為替換算調整勘定 △9,116 △10,042

その他の包括利益合計 △22,136 △15,535

四半期包括利益 26,106 183,083

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 26,106 183,083

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 84,411 333,631

減価償却費 29,891 33,816

減損損失 2,636 792

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10,058 △1,411

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,600 11,600

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,500 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △327 △3,558

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,650 △18,220

受取利息及び受取配当金 △2,480 △1,955

為替差損益（△は益） 397 448

支払利息 2,156 1,772

固定資産売却損益（△は益） － 29

固定資産除却損 18 366

売上債権の増減額（△は増加） △15,574 365,834

たな卸資産の増減額（△は増加） △123,086 △521,693

仕入債務の増減額（△は減少） 161,605 82,694

前渡金の増減額（△は増加） △21,825 16,025

未払金の増減額（△は減少） △8,694 19,511

未払消費税等の増減額（△は減少） 11,137 △61,535

その他 13,543 5,299

小計 109,202 263,449

利息及び配当金の受取額 2,334 1,889

利息の支払額 △2,165 △1,768

法人税等の支払額 △177,447 △144,422

営業活動によるキャッシュ・フロー △68,075 119,147

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △40 △16

投資有価証券の取得による支出 △1,765 △1,838

有形固定資産の取得による支出 △664 △10,968

有形固定資産の売却による収入 － 925

無形固定資産の取得による支出 △1,800 －

保険積立金の積立による支出 △1,032 △1,033

保険積立金の解約による収入 1,809 －

その他 3,375 311

投資活動によるキャッシュ・フロー △117 △12,619
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 28,000 △30,000

長期借入金の返済による支出 △44,183 －

社債の償還による支出 △25,000 △25,000

自己株式の処分による収入 － 15,244

配当金の支払額 △116,164 △81,943

財務活動によるキャッシュ・フロー △157,347 △121,699

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,267 △3,154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △228,808 △18,326

現金及び現金同等物の期首残高 1,617,955 1,151,965

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,389,146

※１
 1,133,638
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【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

給料手当 249,099千円 247,479千円

賞与引当金繰入額 54,100 〃 59,835 〃

退職給付費用 16,230 〃 12,912 〃

役員退職慰労引当金繰入額 3,950 〃 3,530 〃

貸倒引当金繰入額 ― △778 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

現金及び預金 1,818,903千円 1,563,691千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△429,757 〃 △430,052 〃

現金及び現金同等物 1,389,146千円 1,133,638千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年７月29日
定時株主総会

普通株式 117,214 20.00平成22年４月30日 平成22年７月30日 利益剰余金

(注)　１株当たり配当額の内訳　　　　普通配当　14.00円　　記念配当　6.00円

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年7月28日
定時株主総会

普通株式 82,049 14.00平成23年４月30日 平成23年７月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
 

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

1,801,322829,2581,338,4773,969,058391,7604,360,818― 4,360,818

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

146 ― 2,161 2,30813,55715,865△15,865 ―

計 1,801,469829,2581,340,6383,971,366405,3174,376,684△15,8654,360,818

セグメント利益 138,30338,26785,984262,55416,800279,355△196,38382,971

(注) １  「その他」の区分は中国子会社であります。

２  セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額1,761千円、及び、報告セグメントに配分してい

ない一般管理費等の全社費用△198,145千円であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
 

調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

防護服・
環境資機材

たたみ
資材

アパレル
資材

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への
売上高

2,529,4071,030,8041,330,0874,890,300493,8315,384,131― 5,384,131

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

191 ― 2,150 2,34223,78926,132△26,132 ―

計 2,529,5991,030,8041,332,2384,892,642517,6205,410,263△26,1325,384,131

セグメント利益 378,65065,09761,241504,98928,814533,803△198,613335,189

(注) １  「その他」の区分は中国子会社であります。

２  セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に関わる調整額1,794千円、及び、報告セグメントに配分してい

ない一般管理費等の全社費用△200,408千円であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 8円23銭 33円76銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(千円) 48,243 198,619

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 48,243 198,619

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,860,723 5,882,654

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 33円56銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) ― 35,607

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)  前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年12月12日

ア  ゼ  ア  ス  株  式  会  社

取  締  役  会   御  中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    山    本    禎    良    ㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    岡    本    和    巳    ㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアゼ
アス株式会社の平成23年５月１日から平成24年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成23年８月１日から平成23年10月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年５月１日から平成23年
10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アゼアス株式会社及び連結子会社の平成23年
10月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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